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1mmの変位量を有する静電アクチュエータの試作 

アクチュエータの駆動電圧を増加すると駆動部と固定部の両電極間で気中放電が発生しますが、電

極間に絶縁体を挿入して放電発生を回避し、1mm変位量を有するアクチュエータを試作しました。 

本技術の内容・特徴 
 

 

 

従来技術に比べての優位性 

➊ 

➋ 

➌ 

アクチュエータの対向平板電極間に絶縁体

を挿入して，高電圧印加に伴う放電発生を

回避 

絶縁体の挿入による静電気力低下を抑制す

るため，絶縁体に薄板で比誘電率が高いポ

リフェニレンエーテル樹脂（PPE 樹脂）ベ

ースの材料を選択 

アクチュエータの駆動部を軽量化して， 

1mm の変位量を有するアクチュエータ動

作を実現 

予想される効果・応用分野 

➊ 

➋ 

電圧増加による静電気駆動力の向上 

リレー用スイッチなど 

 

提供できる支援方法 
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